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１．土壌汚染対策法等に基づく調査

１．1 地歴調査

今後の地元還元施設整備に伴う土地の形質の変更に際し、土壌汚染対策法に伴う届出が必要と
なるため、事前に土壌汚染のおそれの有無を確認することを目的とし、地歴調査（資料調査・聴
取調査・現地調査）を実施した。
地歴調査結果より、対象地内において過去に清掃工場として操業していたことが確認された。

また、清掃工場操業時に設置された倉庫が令和４年度まで利用されていた。さらに、敷地内にお
いて廃棄物埋設が確認されたため、対象地内において土壌汚染の可能性が考えられる。

表2 土壌汚染のおそれの区分

図1 土壌汚染のおそれの区分図
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１．2 土壌汚染状況調査（その1）

地歴調査により土壌汚染の可能性が確認されたため、対象地内の土壌汚染の有無を確認することを目的とし、土壌汚染対策法の基づく土壌汚染状況調査（土壌ガス調査、
土壌溶出量調査および土壌含有量調査）を計画・実施した。
なお対象地内のうち，倉庫の範囲は掘削の計画がないため，土壌汚染状況調査の対象地外とした。
土壌汚染状況調査結果より、土壌溶出量基準を超過する鉛及びその化合物の溶出および六価クロム化合物の溶出が確認された（全部対象区画10地点中4地点：鉛、一部対

象区画5区画中２区画：鉛、一部対象区画5区画中１区画：鉛・六価クロム）。

表3 土壌汚染状況調査(その1)結果

図2 土壌汚染状況調査(その1)結果

Cｒ⁺⁶：六価クロム化合物
Pｂ：鉛及びその化合物
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１．3 土壌汚染状況調査（その2）

土壌汚染状況調査（その1）において、一部対象区画で基準不適合が確認された一部対象区画3区画において、追加調査を計画・実施した。
A1区画では、5地点の個別分析を実施し、4地点で土壌溶出量基準値を超過する鉛及びその化合物の溶出が確認された。
B1区画では、9地点の個別分析を実施し、1地点で土壌溶出量基準値を超過する鉛及びその化合物の溶出が確認された。
B2区画では、9地点の個別分析を実施し、1地点で土壌溶出量基準値を超過する鉛及びその化合物および六価クロム化合物の溶出が確認された。

表4 土壌汚染状況調査(その2)結果

図3 土壌汚染状況調査(その2)結果
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１．4 土壌汚染状況調査（その3）

土壌汚染状況調査（その2）において、基準不適合が確認された６区画において深度方向調査を計画・実施した。さらに、対象地内の土壌汚染による周辺環境への影響を把握
すること目的とした地下水調査を計画・実施した。
深度方向調査結果より、基準不適合土壌は表層もしくはGL-1.0mまでであることが確認された。
地下水調査結果より、地下水基準に適合する結果であった。

図4 土壌汚染状況調査(その3)結果
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１．5 廃棄物調
査
対象地内で、昭和50年頃の豪雨災害などにより、第2期里庄清掃工場への搬入路等へ支障が生じたことなどにより、一部のごみが搬入処理できなかったことから、第1期里庄清

掃工場の敷地内に穴を掘り、上部は飛散防止を目的とし、覆土等が実施されたと推定される。このため、埋設範囲や埋設量、汚染の有無等を確認することを目的とし、廃棄物調査
を計画・実施した。
廃棄物調査結果より、埋設範囲・埋設量を推定するとともに、廃棄物の汚染状況を確認した。

図5 廃棄物調査結果

表５ 廃棄物分析結果

表７ 廃棄物埋設量の推定結果表６ 廃棄物直下土壌の表面の土壌調査結果


